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平
成
30
年
７
月
25
日
か

ら
27
日
に
か
け
て
、
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◎
概
要

　

モ
エ
レ
沼
公
園
は
市
街

地
を
公
園
や
緑
地
の
帯
で

包
み
込
も
う
と
い
う
「
環

状
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
」

に
お
け
る
拠
点
公
園
と
し

て
計
画
。
基
本
設
計
を
彫

刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が

手
掛
け
、
昭
和
57
年
に
着

工
、
平
成
17
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ご
み
処
理
場
の

跡
地
を
公
園
化
し
、
屋
内

施
設
に
雪
を
活
用
し
た
冷

房
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
こ
と
か
ら
環
境
保
全

の
観
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
過
去
か
ら
幾
度
も

洪
水
被
害
を
受
け
て
お
り
、

総
合
治
水
事
業
の
一
環
と

し
て
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫（
水
底
の
土
砂

を
取
り
去
っ
て
深
く
す
る
）

工
事
が
行
わ
れ
、
一
時
雨

水
貯
留
池
と
し
て
の
役
割

も
あ
る
。

◎
考
察

　

モ
エ
レ
沼
公
園
で
は
、

ご
み
の
埋
め
立
て
事
業
開

始
時
か
ら
跡
地
利
用
が
計

画
さ
れ
明
示
さ
れ
て
い
た
。

高
山
市
に
お
い
て
は
ス
ポ

ー
ツ
公
園
的
な
跡
地
利
用

に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
の

三
福
寺
城
跡
や
廃
寺
跡
・

古
墳
な
ど
多
く
の
歴
史
文

化
を
取
り
入
れ
た
拠
点
と

な
る
よ
う
、
市
民
と
情
報

共
有
し
、
将
来
を
見
据
え

た
視
点
で
計
画
を
練
る
必

要
性
を
感
じ
た
。

◎
概
要

　

ニ
セ
コ
町
は
人
口
約
５

千
人
で
年
間
１
６
７
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
る
（
平

成
29
年
度
）
。
ま
ち
づ
く

り
の
テ
ー
マ
（
基
本
構
想
）

を
「
住
む
こ
と
が
誇
り
に

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
～
暮

ら
し
や
す
さ
が
実
感
で
き

る
。
元
気
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」
と

し
、
こ
の
テ
ー
マ
の
具
現

化
の
保
障
と
ま
ち
づ
く
り

の
共
通
ル
ー
ル
、
ま
ち
の

憲
法
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
制
定
。
条
例

は
町
長
の
改
選
４
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
る
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

①
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

（
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
）

　

行
政
情
報
＝
町
民
の
共

有
財
産
の
意
識
の
も
と
、

だ
れ
で
も
情
報
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

②
予
算
説
明
書
（
も
っ
と

知
り
た
い
こ
と
し
の
仕
事
）

　

町
の
予
算
は
町
民
の
も

の
、
行
政
は
町
民
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
責
任

が
あ
る
。
予
算
の
具
体
的

な
内
容
（
道
路
の
修
繕
箇

所
の
地
図
を
掲
載
）
等
、

見
て
わ
か
り
や
す
い
予
算

説
明
書
を
全
戸
に
配
布
。

③
財
政
危
機
突
破
計
画

（
長
期
財
政
計
画
）

　

平
成
の
大
合
併
に
お
い

て
、
単
独
で
自
立
し
た
行

政
運
営
を
続
け
た
場
合
の

財
政
状
況
を
推
計
し
た
計

画
を
作
成
。
こ
れ
を
全
世

帯
に
配
布
し
町
民
と
情
報

共
有
し
た
結
果
、
合
併
議

論
は
白
紙
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
防
災
ラ
ジ
オ

の
全
戸
設
置
・
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
は
す
べ
て
住
民
参
加

に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

◎
考
察

　

広
大
な
市
域
を
持
つ
高

山
市
に
と
っ
て
、
自
治
体

経
営
の
根
幹
を
示
す
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の

制
定
は
必
要
不
可
欠
な
要

素
で
あ
る
。
ニ
セ
コ
町
が

打
ち
出
し
て
い
る
「
今
ま

で
に
や
っ
て
い
る
事
、
こ

れ
か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い

る
事
を
条
例
に
よ
り
裏
打

ち
す
る
」
よ
う
に
、
様
々

な
意
味
で
自
治
体
経
営
の

根
幹
を
市
民
に
示
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
高
山
市
に

求
め
ら
れ
て
い
る
事
で
は

な
い
か
。
自
治
基
本
条
例
、

議
会
基
本
条
例
、
総
合
計

画
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
が
望
ま
れ
る
。

◎
概
要

　

平
成
５
年
に
白
神
山
地

が
世
界
遺
産
に
登
録
。
平

成
６
年
に
養
成
講
座
を
経

て
「
ぶ
な
っ
こ
自
然
環
境

指
導
員
」
22
人
が
町
に
登

録
さ
れ
ガ
イ
ド
組
織
が
立

ち
上
が
っ
た
。
現
在
は
「

八
峰
町
白
神
ガ
イ
ド
の
会
」

と
し
て
登
録
者
は
71
名
。

特
徴
的
な
地
質
や
地
形
を

観
察
で
き
る
ジ
オ
サ
イ
ト

が
海
岸
沿
い
に
点
在
し
、

学
校
関
係
や
自
然
体
験
学

習
等
で
の
希
望
が
多
い
。

平
成
24
年
に
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
、
平
成
28
年
に
条
件

付
き
再
認
定
と
な
っ
た
た

め
、
指
摘
さ
れ
た
課
題
の

改
善
に
向
け
て
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
。

◎
考
察

　

高
山
市
で
は
「
飛
驒
山

脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
」
が
認
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
地
域

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
周
知

や
ガ
イ
ド
の
育
成
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
た
。

　

ま
た
、
県
や
他
市
・
他

県
も
巻
き
込
ん
だ
取
り
組

み
が
認
定
の
第
一
歩
で
あ

り
、
認
定
後
は
、
財
政
力

と
組
織
力
、
企
業
等
の
連

携
や
支
援
に
よ
り
、
再
認

定
に
向
け
た
体
制
の
構
築

も
必
要
と
な
る
。

委 員 会 報 告

視 

察 

報 

告

ニセコ町役場の前で

総務環境委員会

ご
み
処
理
場
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

（
北
海
道
札
幌
市
）

ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
に
つ
い
て

（
北
海
道
ニ
セ
コ
町
）

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー

ク
に
つ
い
て

（
秋
田
県
八
峰
町
）

ジオサイト（白神のスフィンクス）


